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1研 究 主 題

音楽経験を生か し,主 体的に音楽活動に取り組む児童を育てる指導の工夫

一 学び方を身に付ける活動を通 して一

1研 究主 題設 定の理 由

今 日の社会は,「 情報化社会」だといわれて いる。町 には,情 報があふれ,様 々な音や音

楽が流れて いる。 このよ うな中に生活す る子供たちは,音 や音楽に耳を傾けて聴 くというよ

り,聞 き流 した り,一 方的に聴かされて しまっているとい う状況にある。

私 たち教師は,児 童の好奇心に満 ちた瞳,生 き生 きと活動す る姿 を求めて,日 々,音 楽科

教育 に取 り組んで いる。 しか し,学 習への意 欲はあ るが,音 楽 に主体的にかかわ り,友 達 と

一緒 に音楽をっ くりあげることのできない子供が少な くな いこと も事実である。本来,子 供

は主体的な資質を有 し,ど の子 も 「よりよ く生 きたい」と願 ってい る。子供 たちが主体的に

音楽学習 に取 り組む ことので きない背景には,前 述の社会の状況,物 事 に無 関心 ・無感動 に

なりが ちな子供の生活,音 楽を自分 の ものと してとらえ,自 分なりの感 じ方 ・表わ し方で表

現す る音楽経験の不足などが考え られる。子供たちの感性の柔 らか い児童期 に,音 楽 に対す

る価値観を広 げ,自 分の力でよ り良 い音楽を選択 し,こ れ を生活の中に生か して いくことの

で きる資質や能力を育てることは,豊 かな人間の育成にっ なが り非常に大切 である。

そこで,私 たちは,こ れ までの指導を振 り返 るとと もに,音 楽の よさを求めて主体的 に活

動す る児童を育て る指導の在 り方を究明す るたあ,本 主題 を設定 した。

2研 究 仮説

音 楽のよ さ ・美 しさを求 めて活動す る音楽経験 の蓄積の 大切 さ,こ れ までの音楽経験 で

培 って きた基礎的 ・基本的 な力を次の活動 に生か し主体的に学ぶ ことのできる学 び方の習得

の重要性に着 目し,次 のよ うな研究仮説を設定 し,研 究を進めてい くことに した。

音楽の学 び方を身に付ける ことにより,児 童 は,こ れ までの音楽経験を生か し,音 楽の

よさを求め,主 体的に音楽活動に取 り組む ようになるであろ う。
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3研 究の全体の構想

表現及び鑑賞の活

心情と音楽に対す

W

児 童 の

・新 しい ことに興

・素直に与え られ

・意欲が持続せず

・受 け身 的な傾向

音楽経験を生か

音楽の学び方を身

音楽のよさを求め

・音楽経験を生か

・音楽の学 び方が

・児童のよさや可

・音 楽 の よ さ ・美

教育課程の基本方針

・心豊かな人間の育成

・基礎基本の重視 と個性教育の推進

・自己教育力の育成

・文化,伝 統の尊重 と国際理解 の推進

音 楽 科 の 目 標

表現及び鑑賞の活動を通 して,音 楽性の基礎 を培 うとともに,音 楽を愛好す る

心情 と音 楽に対す る感性を育て,豊 かな情操 を養 う。

・素直に与え られた課題 に取 り組む。

あ きやすい。

教 師 の 願 い

・豊かな自己表現がで きる手立てを

身に付けて欲 しい。
・自 ら学ぶ喜びを感 じて ほ しい。
・より美 しいものを 目指 して欲 しい。

研 究 主 題

主体的に音楽活動に取 り組む児童を育てる指導の工夫
一 学び方を身に付ける活動を通して一

研 究 仮 説

音楽の学 び方を身 に付 けることによ り,児 童 はこれまでの音楽経験を生か し,

音楽のよさを求め,主 体的に音楽活動に取 り組むよ うになるであろ う。

指 導 法 の 改 善

・音楽経験を生かす ことのできる授業の展開

・音楽の学 び方が身に付 く指導の工夫

・児童のよさや可能性 を伸ばす教師の支援 ・評価の工夫

め ざ す 児 童 像

一 主体的に音楽活動 に取 り組む児童一

・音楽のよさ ・美 しさを求め,進 んで鑑賞 や表現 を しようとす る子
・先行経験を生か し,進 んで表現を工夫する子
・学び方 を生か し,進 んで音楽活動 に取 り組 もうとす る子
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1研 究 の 内 容

1研 究を進めるに当たって

(11児 童 の実態

研究を進め るに当たって,そ れぞれの所属校の児童の実態につ いて話 し合 った。 その内

容 をまとめると次のようになる。

・新 しいことに興味 ・関心が高いが意欲が持続 しない
。

・与え られた課題 には素直に取 り組むが受 け身的である。

現代社会の物質的に豊かな生活や,知 識 ・技能の習得を重視 し,一 人一人の感 じ方 ・表

現の仕方を軽視 して きた これまでの教育の在り方が子供たちの生 き方 ・行動 に大 き く影響

を与えている。

欲 しい物 を何で もいっで も自由に手に入れ ることがで きる物質的に恵まれた生活,「 児

童が 自ら考える」よ りも 「教師が教える」 ことが多 くな りがちな学校の授業など,自 ら考

え,判 断 した り,工 夫や努 力を した り して表現することが少な くな った生活が,意 欲が持

続 しない受け身的な児童に育てて しまっている もの と考え られる。

(2)目 指 す児童像

主体的に音楽活動に取 り組む児童

・音楽のよさ ・美 しさを求め,進 んで鑑賞や表現を しようとする児童

・先行経験を生か し,進 んで表現 を工夫 しよ うとす る児童

・学 び方を生か し,進 んで音楽活動 に取 り組 もうとす る児童

私た ちが 目指す児童像 は,主 体的に音楽活動 に取 り組む児童である。 この児童像を具体

化す るには,一 人一人の児童が よりよい表現やより深 い鑑賞 を進んで行 うことがで きるよ

うにす ることが重要である。 そのためには,音 楽の学 び方を身に付 け,こ れ までの音楽経

験を生か し,自 ら音楽とかかわってい くことができるよ う授業の中で教師が意図的 ・計画

的に働 きか けてい くことが必要であ る。 それによ り,「 音楽性 の基礎」「音楽愛好の心情」

「音楽に対す る感性」が高め られ,主 体的で心豊な児童の育成が達成 されるので ある。
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(3}音 楽経験を生かす

児童は,生 まれてか ら現在に至 るまで,様 々な音楽経験を している。それ らを経験の場

という視点か ら分け ると次の四つにな る。

ア 音楽の授業を通 して得た経験

イ 授業以外の学校生活を通 して得 た経験

ウ 習 い事 などを通 して得た経験

工 日常生活を通 して得 た経験

また,経 験の内容か ら分類す ると,

ア 歌 った ことがある,演 奏 したことがあ る,聴 いた ことがある,つ くったことがあ るな

どの楽曲に触れた経験

イ どのように,楽 曲を 自分の ものに したのか,課 題解決の経験

私 たちは,こ れ らすべての経験を 「音楽経験 」ととらえ,特 に,音 楽の授業を中心 に,

課題解決の経験を重視 した音楽経験を生かす指導の在 り方を考え ることに した。

また,「 音楽経験を生かす」 ことを次のよ うに考えた。

今 までの音楽経験か ら得た技能や課題解決の経験を生か し,児 童 自らめあてを もって音

楽を聴 いた り,表 現 を工夫 し曲を仕上げた り,つ くった りす ること

〔4)主 体的 に音楽活動 に取 り組む児童

児童が 自 ら学ぼ うとす る意欲を もって主体的に音楽活動にかかわ り,そ こでの経験 を発

展的に生かす ことのできる資質を養 うことは,あ らゆる音楽活動の原点であ る。

〈主体的に活動す る児童の姿〉

・児童一人一 人が 自分の思 いや イメー ジ,感 じ方や考え方 を自ら発揮 して,表 現や鑑賞

活動 に取 り組 もうとす る。

・児童が,興 味 ・関心を深めなが ら学習意欲を高め,自 ら積極的に学習活動を行 い,自

己実現を図 ろうとする。

・これ まで経験 して きたことを生か しなが ら,自 分の思いを表現 しようと工夫す る。

・友 だちと協力 し合 って音楽活動をす ることを楽 しもうとす る。

・自分 自身で課題 を見つけて,自 分 自身の力で根気強 く学 習を進めようとす る。
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(5)学 び方 を身に付 ける

これか らの変化の激 しい社会を生 き抜いて い くためには,変 化に主体的に対応で きる資

質や能力の育成 を図 ることが大切である。音楽の学習の中では,児 童 自らが進んで音楽 に

取 り組む意欲を培 い,主 体的で創造的 な学 習を進 めてい く方法を学ぶ ことがで きるように

す る必要がある。それによ り,児 童は生涯にわた って音楽 とかかわ り,こ れを楽 しむ こと

がで きる資質 ・能力を身に付けるのである。

〈学び方を身 に付ける学習の過程〉

① 興味 ・関心 ・意欲を もつ(前 に もやった ことがある,や ってみたい)

一般 に 「意欲」は,解 決 したい欲求 とや り遂げたいとい う意志が一緒 にな った,心 の

働 きであ る。音楽 との新鮮で感動的な出会いを工夫す る。

② 見通 しを立て る(こ う じゃないかな,こ うか もしれない)-

課題解決の 目的や意図を明確に もち,達 成,解 決のために強 く意志を働かせることは,

学 び方の基本 となるものである。学習の計画を立て取 り組 むことがで きるようにす る。

③ いろいろな方法でや ってみる(こ れでいいのかな,や り方がわか った)

自 ら学ぼ うとす る意志 は,い ろいろな方法で試 した り,友 達 に聞いた りして納得で き

るまで取 り組 もうとす る力を生む。 これまでの経験を生か して学習で きるよ うにす る。

④ 発表 し合い意見を出 し合 う(友 達 の演奏はどうかな,も っといい方法 はないかな)

発表 し合い意見を交わす ことは,児 童の音楽観 を広げ,学 ぶ ことへの新たな意欲 を喚

起することにっなが る。演奏発表の機会を設け よ さを認め合 うことがで きるよ うにす る。

⑤ 自己評価 をす る(よ くで きた ・うまくな った,失 敗 した ・どうした らいいかな)

学 習の成果を自分で正 しく評価す る力を育て ることによ って,児 童は,よ り豊かな表

現や 自分の成長の喜びを得ることがで きる。 自己評価 を積極的に取 り入れ る。

⑥ 新たなめあてを もっ(も っとや ってみたい,こ んどはこうしたい)

や り遂げた喜びや美 しい ものを自 らの手で得 た感動 は,新 たな取 り組みへの意欲を生

み出す。互いに喜び合 った り,認 あ合 った りして満足感や成就感を味わえるようにす る。

新たなめあてを もっ

自己評価をする

興 味 ・関心 ・意 欲を もっ

発表 し合い意見を出 し合 う

いろいろな方法でや ってみる
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2指 導の改善と指導事例

(1)興 味 ・関心 ・意欲 を も って取 り組 め る よ うに す る

0

【発音や発声】

0表 情豊かな表現を生み出す ための楽 しい準備体操

・ヒップア ップ…磐筋を引き締 める。背筋を伸ば し

た姿勢 や腹 筋の 活用 が可 能 にな

る。

・顔 の表情 ………眉毛,鼻,頭 皮等を動か し,明 る

い顔 ・声づ くりをする。

・腹筋の運動 …… 「シュッシュッ」と息を はき腹筋

運動。二人組 で交代で練習する。

0正 しい発声を,

〔楽曲例〕 ・ 「楽 しい発声の ドリル」 岩河三郎

複式呼吸の練 習,腹 筋の活用,

・ 「夢か らさめて」 加賀清考 作詞 ・作曲

のどを開ける練習

【リズム ・拍子】

・ことば遊び………拍の流れにの って,

音楽への興味 ・関心 ・意欲 は,音 楽学習の原動力 となるものである。一時間の導 入の指

導の在 り方,楽 曲の提示の仕方など工夫 し,児 童が音楽を楽 しみなが ら学 習に取 り組む こ

とがで きるよ うにする必要がある。

① 楽 しく学習できる雰囲気をつ くる。

・今月の歌,愛 唱歌,既 習曲などを楽 しく歌い,学 級の雰囲気や学 習への意欲を高める。

・で きるだけ進行係や指揮者などを決め,児 童の主体的な活動 と して実施する。

・リコーダーの重奏や歌の重唱など,練 習 して きた成果を皆の前で発表す る。

楽 しく音楽 の基礎 ・基本を身に付 ける。

α 創

一機関車になって シュッー

歌いなが ら楽 しく身に付 けることがで きる歌唱曲

作詞 ・作曲

の どを開ける練習

教 師 対 児童 で こ とば に よ る問答 を す る。

・リズ ム リ レー ……前 の 人 の模 倣 や前 の 人 と違 う リズ ムで リレーをす る。

高学 年 で は,リ ズムの しり と りな ど も工夫 す るよ うに す る。

・リズ ムの ロ ン ド… テー マ を は さん で ,一 人一 人が リズ ムの即 興 演 奏を す る。

・バ ッテ リー 奏 …… 大太 鼓 ・小 太鼓 や ラテ ン リズ ム楽 器等 でバ ッテ リー奏 をす る、、
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【和 音 】

グー チ ョキ,パ ーのハ ン ドサ イ ンを使 って,ピ ア ノで弾 く和 音 を楽 し く聴 き分 け る。

・蓼
σり嘩蓼 臨嘩 華驚

【長調 ・短調】

・授業開始 のあい さっを,そ の日の天候に結 び付け,晴 れの時は長調,雨 や曇 りの時は短

調の和音に合わせて,「 こん にちは」のカデンツ唱をす る。

【 音 】

・いろんな音を見っけよ う

音楽室 にあ る様々な楽器の音色を楽 しみなが ら,い ろいろな種類の音 を探 させ る。

児童 は,音 楽室や準備室の隅々まで楽器を探 して歩 き回 り,新 しい楽器を発見 し,合 奏

で活用す ることや,音 楽をつ くること演奏することへの期待や願 いを もつ ようにな る。

・どんな音が出せるかな

楽器の正 しい奏法を身に付 けた り,自 由な発想で音を作 りだ した りす る。

〔例〕木琴……ばちの工夫 ・奏法の工夫 ・叩 く場所の工夫

【旋 律】

旋律を聴 き取 り階名で歌 う学習を楽 しく行え る教材を活用す る。

「すてきな ドレ

ミ」では,児 童は,作 詞 ・作曲 黒田 都

思 い思いの身体表

現 を しな が ら歌

い,音 を聴 くとこ

ろに くると,動 き

を止めて耳をす ま

す。

そ して,正 解 の

ファンファー レが

鳴 る と,飛 び 上

が って喜びの表現

を した。

さいしょのおとはく先生〉

こんど のおとは

圃

なん でしょう みみ をすま して きき ましょう

〈子ども〉

〈先生〉(ピ アノでひ く) 〈子 ど も〉(心 の中 で うたってみ る}

わかった よ

圃
ef

わかっ た よ

、

い まの お と わか った よ

i 「 ・ 、 k 、f!
All1 謳 1　 ■ r 璽 」 層 」 」yF置r 層 一「」匿 πノ i11ｺmIl【J d lI la 1置1【Ill 1llf A旧℃1/1■ 一」 .■置1 且 11111lr ILJ 阻

d＼ ♂
冒 ●

・●」 ノ 一凶一己lV圏 「 一 L■ 幽」白1屡

〈子 ど も〉`階 名 で うた う) は ろ こ び の フγ ン ファー レ!!1
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③ 感動 のある教材の提示の仕方の工夫

【鑑賞教材の提示】

鑑賞の学習で は,教 材の美 しさやよ さを感 じ取 るために,回 数多 く聴 くことが必要にな

る。めあてを明確にす ることによ って,聴 くたびに新鮮な感動を得 ることがで き,音 楽が

身近で親 しい ものになり,「 もっと聴 きたい」「同 じ作曲家の他の曲を聴 きたい」など,児

童の学習への興味 ・関心 ・意欲が高まる。

・ 「曲を聴 いて題名をっけよう」と課題を与え,曲 の全体の感 じをと らえ ることができる

ようにす る。

・自由に情景を想像 した り
,お 話をっ くった りしなが ら聴いて,音 楽の イメージを広げ る。

・視聴覚教材や機器を活用 し,演 奏の様子や曲の構成を目で確かめなが ら聴 く。

・クイズ形式で,主 旋律の繰 り返 しや変化のお もしろ さ等,音 楽の諸要素を聴 き取 る。

・同一曲を他の演奏者や異な る楽器の演奏で聴 き比べ
,表 現や音色を違 いを発見す る。

【表現教材の提示】

表現の学習は,声 や楽器な ど音の出 る物を使 い,自 分 たちの イメー ジを音や音楽に して

具体的 に表す ことにある。児童の興味 ・関心は,歌 詞内容や楽器,音 を探す こと ・組み合

わせ ること,表 現を工夫す ること,友 達 と一緒 に協 力 し合うことなどにあ る。 これ らが学

習への意欲に結 びっいてい くのである。教材の提示 は,こ れ らに留意 し,児 童が新鮮 な感

動を もって,音 楽にふれ合 うことがで きるよう工夫す ることが必要である。

ア 歌唱教材

・ 「去年の0年 生 の演奏だ よ。皆 もこん なふ うに歌えるよ うにな るといいね。」と,昨 年

度の子供たちの演奏を聴 き,「 私 たち も……」 という,意 欲を喚起するようにす る。

・写真や絵,視 聴覚教 材等を活用 した り,歌 詞の表す情景を自由に想像 した りしなが ら

範唱を聴 き,表 現へのイメー ジを広 げ深め,豊 かな表現を追究で きるよ うにす る。

・歌詞内容について話 し合 い,自 分な りの表現の イメージをつかむ ことがで きるよ うに

す る。

イ 器楽教材

・合奏で使 う楽器や奏法 ・役割を紹 介 し,音 楽活動への興味 ・関心 を高め,自 分 の取 り

組みたい楽器の動 きや役割に気を付 けて範奏を聴 くようにす る。

・ 「主なふ しが どんな メロデ ィーか,自 分の 力で勉強 して ご らん。」 と投 げか け,主 旋

律のパー トを,リ ズム打 ち ・階名唱や楽器なと,こ れまでの経験を生か して自分の力

で演奏できるよ うにす る、
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② 見通 しをもって学習で きるようにする

① 学習計画を立 てて学習する。

自主的に学習で きるようにす るには,自 分たちで学習計画を立て,見 通 しを もって学習

で きるようにす ることが必要であ る。

学習 カー ドは,自 分で学習計画を立てた り,皆 で話 し合 いグループとしての計画を立て

た りし,そ れに沿 って学習 し,評 価す る学習の習慣化を図るのに大変有効な手段である。

下 に示 した指導事例で は,児 童 はカー ドを活用 し,自 主的 に学習を進 め,自 分たちの課

題を解決 しなが ら技能や意欲を高めた り,自 分な りの学 び方を身 に付けて いった。

児 童 の 活 動

・音楽を聴 いた り,歌 った りして,題 材の

学習内容の概要をっかむ。

・そ の 日の 「学 習 の め あ て」 を 決 め ,グ

ル ー プ ごと に活動 す る。

・自分 たちのめあてが達成で きた ら,先 生

の ところへ聴かせに行 く。

・カー ドに シー ルや 印を もらった グル ー プ

か ら 「発 表 コーナ ー 」の場 で どん どん発

表 し,互 いに聴 き合 う。

・他の発表か ら学んだ ことを,自 分たちの

表現 に生か してい く。

教 師 の 手 立 て ・ 留 意 点

・あらか じあ一斉学習の中で,カ ー ドの中の教

材のあ らま しを,CDな どで聴 かせた り,歌 っ

たりさせ るな どして,児 童がっかんでおける

よ うにす る。

・児童が活動 に生かせそ うな 「基礎基本」は,

音 楽経験 と して積 み上 げてお け るよ うにす

る。

・評価規準を一人一人に合わせて設定,評 価を

し,シ ールや印を カー ドにつける。

・個々を大切に し,一 人一人に励 ましや次の活

動の きっかけになるよ うな助言や声かけがで

きるよ うにす る。

・教師か ら見て特 にみん なの表現に役立ちそう

な 「よい表現 」は,す ぐにで も聴かせ るよう

にす る。

・人前で発表す る喜 びを多 く体験 させ る。

・友だ ちの発表を聴 いて,よ い所 ・工夫 した所

を見つけ出させるようにす る。
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② めあてカー ド

【低学年の例】

一人一人の児童が 自分の学習進度 を明確 につかむ ことは,音 楽学習への意欲を もち続け,

主体的 に学習を進めてい くために非常 に重要な ことであ る。カー ドの利用 は,学 習進度が

視覚的 にもはっきりとす る。特 に低学年においては,ス テ ップをこまか くす ることによ っ

て,友 だち と競 い合 った り,教 え合 ったり しなが ら楽 しく学習す ることがで きる。 また,

ステ ップが細か いだけ進み具合の変化 も大 きく,楽 しみなが ら学 習活動が続 けられ る。

練習段階でカー ドを点検 しなが ら,教 師が児童一人一人 とかかわる ことにより,っ まず

きを知 った り,解 決のための方法 を考え させ るよ うな支援や助言がで き,学 習意欲をさら

に高め ることがで きた。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

ポ ンポ ン ピ ア ノ は か せ カ ー ド
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

ポ脅

ドレミで 桑

うた を!ノ

おぼえた ㊨

リズムの2ばゐの

うたも

おぼえk

組

め させrは か せ』
・で きた ら色 えん ぴ っで

ぬ って い き ま しょう。

ひげた鱗

縦 駕 際籟鱗
《気 を付 け る こ と》

1は や くな りす ぎな い こ と。

2ゆ び ばん こ うを正 しくひ くこ と。

3も っ きん,て っきん は,り ょう手 を つか うこ と。

2年 「ポ ンポ ン ピア ノ1一
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【中学年の例】

低 ●中学年時の 「めあて」 は単純で ある・ 劣 よ
く

1繍 葺1㌔難 驚 膿1讐 薗
の

鷺嚥辮 藻馨 讐
また,学 習後の自己評価では泊 分の練習を反 含

館 ∵鱒無 難 階つ噛
このよ うな経験を繰 り返す ことにより,よ り高

いめあてを もった り,自 分にとって何が課題なの

かをっかむ力が身に付 いてい くのであ る。

じ
ゴ
ん
で
さ

い
て
ん
し
て

み
ま

し
ょ
う

。
(
o
を

っ
口
る
)

ノ

(め あ て)

た

の

し

く

ゆ

か

い
に

(
ら
た
⑦
だ
い
め
い
)

駕
團
圏

莞 案
い を

で.'

瓦

(3)ね ん(1)〈み
な
ユ
え

一3年 「はさみとぎ」一

【高学年の例】

高学年で は,音 楽に主体的 にかかわれ るよう学習 カー ドの工夫,活 用の工夫を行 った。

自分はど この部分にポイン トをおいて歌を仕上げてい きたいかを考え,そ れぞれの目標

をカー ドに記入 してか ら,学 習を始 めるよ うに した。

目標 の項 目は,ABCDの4つ に分 け,そ れぞれ児童が 自分で設定 し,◎(よ くで きた),

0(ま あまあで きた),△(も う少 し)の3段 階で毎 日,自 己評価するように した。

ひとっの項 目を重点的に評価 している児童か ら,あ らゆる項 目にわた って評価 している

児童 まで様 々であった。また,目 標 自体 もただ 「大 きい声で歌 う」 とい った もの か ら,「 張

りのある響 きを もった声で歌 う」とい うものまで様 々で,児 童な りの成長ぶ りが見えて く

年 組 班 名"r】るよ うであ った。

この カー ドを活用す ることによ っ

て,児 童 に自分を見っめる目が育ち,

得意 なところや苦手な ところを認識

す ることができ,た だ漠然 と歌 うの

で はな く,目 標をと らえて 自分か ら

主体的に教材 に取 り組む ことができ

るよ うにな った。

気 を 付 け て 歌 い た い と こ ろll評 価

A
し捌 擁 出サ

ひび勤 あう声

日

紛 の声観捌 姻 γr。

0
卿 ←

O

B
者程 、リズA

手拍 子

リ又9ム々 音 程1声 ⑦大

きざF熟 セ っ、アろ

v/,4

0
%z

O

C
曲廻、

嫁 弱

∫ヵ、らPに λ るところ
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0

D

一5年 「歌 はぼ くらの 友達 」一
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(3)い ろいろな工夫をすることができるようにする

児童 は,一 人一人がそれぞれ異な った個性や特性を もって いる。同 じ内容を与えて も感

じ方 や表現方法は様 々で ある。教師が一つの方法だけを押 しっけ指導す ることを避 け,児

童が試行錯誤 し,い ろいろ工夫す る活動を学 習の中に取 り入れ,一 人一人の児童の感 じ方

・表現の仕方を一層伸長す るよう側面か ら支援 してい くことが必要である。

① 学習形態の工夫

児童がいろいろ工夫で きるようにす るために は,活 動 の機会や場を設定す ることが必要

である。 ここで留意 しなければな らないことは,学 習形態を学習内容に応 じて適切 に選択

し,児 童が伸び伸 びと活動で きるよ うに工夫す ることであ る。

学習形態 は,一 般的に 「一斉学習」「グループ学習」「個別学習」の3つ に大別 され る。

下図に示 した基本形態以外 に も,各 学校の児童 の実態,教 室環境等に応 じて工夫す ること

が必要であ る。 また,グ ループ活動で は,準 備 室や空 き教室等の活用 も考え,児 童の活動

の場が十分に確保で きるようにす る。

《個 別 ・一 斉 》

・リズ ム リ レー

・楽器 の練 習

・身体 反 応 ・表現 等

《個 別 ・一斉 》

・一 斉 に 合わ せ る

・楽 器の練 習

・鑑賞 等

O
O
O
O
O
O
O

●

《グルー プ》

・グル ー プア ンサ ンブル

・音 づ くり
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② 指導方法の工夫

【歌唱指導の工夫】

表現を工夫 し,表 情豊かに歌 うことがで きるようにす るには,一 人一人の音楽の感 じ方

や表現 の仕方 を大切 にす ることが必要である。

ア 歌い方を工夫で きるよ うにす る

・ことばや歌詞を十分読んだ り朗読 した りして
,歌 詞の表す情景や ことばの響 きなど味わ

い歌の気持 ちをつかむようにす る。

・旋律や リズム ・和音の動 きを範唱などか ら聴 き取 り
,曲 の感 じをっかむようにす る。

・自分たちで表現を工夫 し
,発 表 し合 う活動を取 り入れ,音 楽を まとめ上 げる喜び,発 表

す る喜 びを味わわせ る。

イ 発声を明 るくす る

声や発音を明 るくす るためには,顔 の表情をよ くす ることが大切である。児童に 「笑 う

とどんな変化が出る?」 と鏡で観察 させ ると,「 歯が見える!」 「頬が上が る!」 「目尻が

上がる!」 などと子供たちは答え る。いい表情,明 るい気持 ちで歌 うように心掛 けさせ る。

ウ 心を合わせ る

二人で歌 う 「ペア歌い」を活用 して向か い合って練習する。お互 いのよさ(声 が きれ い,

声が大 きい等)を 認 め合い,ま ねをするようにす る。練習す る時は,目 をそらさずに歌わ

せ る。

工 歌声や表現 を合わせ る

発音 ・発声の きれ いな子や歌 い方の上手な子にワ ンフレーズを歌わせ,次 々に リレーで

歌わせ る。3人 まで歌 ったら全員に戻 して歌 う。

【器楽指導の工夫】

ア 楽器の選択 ・奏法の工夫

児童は常にあの楽器で ここを弾 きたい。 こん

な音で弾 きたいなどの願 いを持 っている。

同 じ楽器で も,た た き方,力 の入れ方,ば ち

の種類 によ って,音 が様 々に変化する。その中

か ら自分の イメー ジ した音 に近 い ものを 見つ

け,っ くり出す活動は,一 人一人の個性 ・感性

を伸ば し,よ り豊かにするために必要なことで

ある。 一 グル ー プで工 夫 す る一
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イ 編曲の工夫

楽器の演奏技能 は,個 人差が大 きい。 自分の力に合 ったふ しを作 って主旋律 に合わせて

演奏で きるようにす る。 この学習は,ア ンサンブルを生涯 にわたって楽 しむ創造的な態度

・能力の育成に もっなが り重視す ることが必要である。子供たちは,こ の経験を積む こと

によ り,自 分たちでふ しをつ くることに慣れ,ア ンサ ンブルを楽 しむ ようにな った。

・ステ ップ1児 童に主旋律 に合 う和音の進行を提示す る。

・ステ ップ2和 音進行の中か ら音を選んで全音符で演奏で きるようにする。一
・ステ ップ3和 音進行の中か ら音を選 んで二分音符で も演奏で きるよ うにす る。

・ステ ップ4選 んだ音を基 に,リ ズムを変えた り,音 と音の問の音を順次進行でっないだ

りして演奏で きるよ うにする。一
・ステ ップ5ス テ ップ1～4に 合 う楽器を選び,合 わせて演奏で きるよ うにす る。

【鑑賞指導の工夫】

鑑賞の学習は,受 動的 な学 習 と考え られが ちであ るが,美 しさを求めて音楽を聴 くとい

う創造的な学習であ る。子供が美 しさを求め,い ろいろな活動がで きる鑑賞学習の工夫を

す ることが必要であ る。

・調査 ・発表の活動 を取 り入れ る。

個人や グループ鑑賞について,作 曲家 や曲の内容,エ ピソー ド等をまとめ,発 表 させ理

解を深 めてか ら鑑賞す る。

・身体反応や身体表現 を取 り入れ る。

曲の変化を体で表現 した り,リ ズムにの って踊 った り,指 揮者 ・オーケス トラの楽器奏

者 にな って模擬演奏を した りす る。

・歌唱や器楽の表現活動 と関連づ ける。

「お はや しをっ くろ う」 「ぼ くたちわた したちの キラキラ星変奏曲をっ くろ う」 など,

鑑賞曲 と表現活動 とを関連づけ,鑑 賞学習を発展的 に扱 う。
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【つ くって表現 する指導の工夫】

音楽をっ くって表現す る学習 は,児 童一入一人の感 じ方や発想を生 か しなが ら,自 由に自己

表現 す ることがで きる能力や態度 を育成 しようとす るものであ る。子供 たちが音や音楽をっ

くった り,表 現 を工夫 した りす る活動の中で,こ れ まで積み重ねた音楽経験が生かされ,表 現

に必要な基礎的 ・基本的能力が高まり,音 や音楽に対す る感性が育 ってい くのである。

〔事 例〕 ・題材r楽 しい音をっ くろう』(第2学 年)第3時(5時 間扱 い)

・教材 「おむす びころ りん」 平井多美子作詞 石桁冬樹作曲

学 習 活 動 工 夫 等

0「 おむす び ころ りん 」 の イ メー ジに合 う動 きを工 夫 し, ・イ メ ー ジ を も つ

リズ ムにの って楽 し く歌 う。 ・身体表現(拍 感をっかんで)

0様 子を表す音を工夫 したり音楽をっ くった りす る。

・おむす びが ころが る音 ・音色の工夫 ・奏法の工夫

・おむす びを追いかけるお じいさんの様子 を表す音 ・速 さの工 夫

(台詞 なども入れて) ・音 の組み合わせの工夫

・お じいさんが穴の中に落ちた音 ・音 色 ・強弱 の工 夫

・穴の中か ら聞 こえるねずみたちの歌(歌 と合奏) ・ふ しづ くり

・簡単な伴奏付け

・奏法の工夫

・ねずみが もちをっ く音 ・リズ ムづ くり(言 葉 も)

・強弱の工夫

・音の高低

0工 夫 した音や朗読を加えて 「おむす びころりん」を通 し ・音 の 重 な り

て演 奏 し,話 し合 う。 ・曲の構成の工夫

・多様な表現

〔考 察〕

「おむすびころりん」は,児 童が よ く知 った昔話であ る。 また,児 童一人一人が 自由に

イメージを広げて音づ くりや音楽づ くりがで きる教材であ る。学習活動 と児童の工夫の内

容を洗い出す ことによ って,自 信を もって授業に臨む ことがで きた。児童 は 「おむすび こ

ろ りん」の音楽を,一 人一人が 自分の工夫を出 し合 って,友 達 と楽 しくっ くり上げて いっ

た。
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(4}互 いに発表 し合い,よ さを認め合 うことができるよ うにする

① 友達 の意見や演奏 のよさを取 り入れ学び合 う。

みんなで一つの音楽をつ くり上げる学習の過程で は,互 いに意見を交換 した り,演 奏を

聴 き合 ってよ さを取 り入れ,よ りよい表現を求めるよ うに して い くことが必要であ る。

隣同士の二人組やグループの友達同士で確認 し合 った り,工 夫 し合 った り,学 び合 った

りす る活動を重視す るようにする。また,学 習の途中で中間の演奏発表 を行 い,他 の グルー

プから'改善すべき鯛 噛 見をもらつ灘 蓮

㌦:糟

た ちの演奏に取 り入れた りす るよ うにす る。 ケ

教師は洛 グループを観糺 子供たちは売 懸

人一人の活動の様子,学 習の進 み具合 を把握す 〃

るとと もに・質問に答えたり・困難にぶっカ'・ 購

ている児童 やグループに ヒン トを与えたりする"餐 乳

よ うにす る。 一 グ ル ープ練 習 一

② 他のグループの演奏を聴いてよさを認め合 う。

友だちの演奏を聴いて,工 夫 しているところ,よ か ったところを互 いに認め合 うことは,

一人一人を大切 にす ることへ とっなが る
。「00君 の木琴の音が楽 しそ うでよか ったです。」

rOOさ んの太鼓の音,優 しくたたいていて ちょうどよか ったです。」など,よ さを見っけ

互 いに認め合 う言葉 を聞 くと心がなごむ ものである。努力や工夫が認め られ,ほ め られ る

と,本 人 は成就感や満足感を味わい,自 信 を得,ま た,グ ループや学級 の雰囲気 も温かい

ものになってい くのであ る。 このよ うな意見交換の場を数多 く経験す ることにより,子 供

一人一人が個性を発揮 し
,創 造的に音楽活動に取 り組むようにな ってい くのであ る。

教師は滉 童の活動の様子に目を酌 目 磯 驚 …

立たない児童の中か らも,よ さを発見す るよ

うに心がけて 「00さ んが,が んば って いる

よ。」などと,皆 に紹介す るなど して,音 楽

活動が温かい雰 囲気の中で進 め られ,一 入一

人の児童が持 っている力を十 分に発揮で きる

よ うにす ることが必要であ る。 一 グル ープ 発表 一

一17一



③ 実践事例

【題材及び学年】

【題 材 の 目標】

【考 察】

て進 めた。学習の初期 の段階で は,① 楽譜通 りに演奏 しているか,

せや分担になって いるか,

rド レミで歌 って』(第2学 年)

・階名唱に慣 れ,音 程を正 しく歌 うことがで きるよ うにす る。

・友達 と協力 し合 って楽 しく合奏す ることがで きるよ うにす る。

・本時の学習は,互 いに発表 し合い,よ さを認め合 うことに重点 を置い

②約束を守った組 み合わ

② そろって いるか,な どの 発表が多か った。 しか し,回 を重ね る

授業実施日 平成5年7月1日(木)第5校 時(5時 間扱 い第4時)

本時の

目 標

評 価

規 準

学び方

関
心
を
も

つ

①

②

③

友達 と協力 し合 って合奏をまとめることがで きるようにす る。

楽器の組み合わせを工夫 して合奏す ることができるよ うにす る。

友達の演奏を しっか りと聴 き,よ さを認 め合 うことがで きるようにす る。

①

②

④

友達 と協力 し合 って合奏す ることがで きる。(関 心 ・意欲 ・態度)

楽器の組み合わせを工夫 し,演 奏す ることがで きる。(工 夫 ・表現技能)

友達 の演奏を聴 き,よ さを発見する ことがで きる。(鑑 賞の技能)

経 験

パ

タ

ー

ン

リ

ズ

ム

階
名

唱

合
奏
を
ま
と
め
る

カ
ー
ド
を
活
用
し

学
習
し
た
楽
器

発
表
し
合
う

い
ろ
い
ろ
な
方
法

め
あ

て
を

つ
か
む

新
た
な
め
あ
て

自
己
評
価 の

発
見

表
現
の
違
い

学 習 の ね ら い

○ リズムに気を付けて歌 う。

○正 しい音程で歌 う。

02拍 子の拍の流 れにの っ

て歌 う。

○めあてをっかむ。

○楽器を分担す る。

0楽 器の組み合わせを工夫

す る。

0グ ループごとに合奏する。

○他のグループの演奏を聴

き合い,よ さを認あ合 う。

○他のグループの合奏に合

わせて歌 う。

○次時の予告 をする。

子 供 の 学 習 活 動

・今 月 の歌 「っ り橋 わ たれ 」を歌 う。

・ 「ポ ンポ ンピア ノ」の 歌詞 唱 ,階 名唱

をす る。

・3っ の リズム パ ター ンに合 わせ て 歌 う

・めあ て カ ー ドをみ ん なで読 む。

・グル ー プ に分か れ て ,楽 器分担 をす る

・自分 た ちの イ メー ジ した響 きに な って

い るか を確 か めな が ら練 習す る。

・ピア ノ伴 奏 に合 わ せて 合 奏す る。

・伴 奏 な しで 合 奏す る。

・他 の グル ープの 演 奏 を聴 いて ,意 見 交

換 をす る。

・他 の グルー プの 合 奏 に合わ せ て 「ポ ン

ポ ン ピア ノ」 を歌 う。

・合 唱 奏 ,録 音 を通 して,聴 き合 うこ と

を知 る。
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ごとに強弱や奏法 に関す る意見が 目立 って きた。

例えば 「全体のつ りあいを考え,鍵 盤ハーモニカが大 きい音でちゃんと弾けてよか ったで

す。」 「大太鼓の音がや さしくたたけて よか ったです。」などであ る。 このよ うな児童の発見

を教師が認 めると,他 の児童 も楽器の音に気を付 けるようにな って いった。認め られた うれ

しさや表現方法への気付 きが,よ りよい音を求め る活動へ とっなが ってい ったのであ る。

この活動によって,児 童 は,音 に対す るこだわ りを もち始め,集 中 してお互いの演奏を聴

くことがで きるよ うにな った。

教 材 「ポ ンポ ン ピア ノ」

資
料
等
の
準
備

・歌 詞 たて 書 ,階 名 カ ー ド

・リズ ム伴 奏パ ター ン(3種 類)

・ポ ンポ ン ピァ ノはかせ カー ド(P .11参 照)

・グル ー プ活動 用 カ ー ド

・楽 器 の設 定(2か 所 に分 けて)

・カセ ッ トテ ー プ

教師の支援 ・指導上の留意点

・リズムにのれ るよ う,強 拍 ・弱拍の変化をは っき

りと ピア ノ伴奏す る。

・手拍子を入れ たい子 は入れ るよ う指示す る。

・言葉 をは っきりと歌 うよ う助言す る。

・休符を大切 にす るよう助言す る。

・ピア ノ伴奏を よ く聴いて歌 うよ う注意す る。

・色画用紙を用 い,子 供の目を集 めるようにす る。

・主旋律を大切 に して,表 情豊かな演奏がで きるよ

うにす る。

・パー トが休む ところを必ずっ くるようにす る。

・仲良 く話 し合 うことがで きるよ うにす る。

・弾 き方,強 弱,バ チの選択 に気 を付け させ る。

・テンポをそろえ るよ う指示す る。

・よか った ところ,工 夫するとよ くなるところを見

つけ,話 し合わせ るようにす る。

・はずんだ リズムにの って楽 しく合奏で きるよ うに

す る。

・本時の活動の素晴 らしさをほあ,次 時への期待 や

意欲を喚起す るようにす る。

評 価(方 法)

・リズム にの って気持 ち よ く歌 うこ

とが で きる。(観 察 ・演 奏)

・正 しい音 程 ,発 音 で歌 うこ とが で

き る。(演 奏)

・2拍 子の 流 れ にの って ,リ ズム打

ちが で きる。(演 奏)

・カ ー ドを参 考 に ,各 自 の能 力 や希

望 を生 か し,話 し合 う。

(カ ー ド ・観察)

・自分 の楽 器 を しっか り練 習 して い

る。(観 察)

・出だ し,テ ンポを 合 わせ,合 奏 し

よ うと して い る。(観 察)

・友 達 の演 奏 を しっか り聴 き,意 見

を述 べて い る。(観 察)

・一 生 懸命 演 奏 して い る。

(演 奏 ・観察)
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(5}学 習を振 り返 り,自 己評価 することができるようにす る

自己評価 は,自 らの学習を振 り返 り,そ の成果や改善すべき点 を明 らかにす るために行

うものであ る。自己評価の力を高めることによ り,児 童 は自らの個性や能 力を認識 し,そ

れを伸ばそ うとさらに積極的に学習に取 り組むよ うになるのであ る。

自己評価を客観的な もの にするたあには,自 己評価の場面を数多 く設定す ること,児 童

相互の評価や教師の指導 ・評価の言葉 かけに留意 し,一 人一人の児童の よさが認め られた

り,改 善のめあてや方法 を もっ ことがで きた りす るようにす ることが必要である。

① カー ドを活用 した自己評価の事例

一時 間の流れの中に,児 童が 自分でカー ドを活用 し,自 主的に課題を追求す る学習を15

分 くらい とって実施 した。 この活動を通 して,児 童は,課 題解決の方法を試行錯誤 しなが

ら自分な りの学 び方を確立 して い くことによって,よ り主体的 に音楽活動 に取 り組め るよ

うにな り,一 斉学習 において も,以 前 にもま して学習意欲の高まりを見せるよ うにな って

いる。

次に示 したカー ドは,歌 唱 ・器楽の学習について 自己評価をす ることができるよ うに工

夫 した ものであ る。

4年 砦の澹
音 や音 楽 ぎ とお して,♪

自分 の思 っマいること,穏 じているZと

磯髪麗鍍諜 震装緯.～

か ら 慮 ξi〃わ.2

組

めあて

曲る

いラんな

ガ＼の史

(4)つ～うし

あ'どi菊楽

い ・

ホらレ争ケ

ハ長調

(3)噛 し

茜み び

7土イス

トレー二>7

④

⑥
⑥

a

1ゴフきし)

ぐ7き り

儲 ・音

ラ ル

、

ゆ
笠

プ

きょくの

越
複 ・弱

◎

⑧
◎

n

虹
嘉

知

'
ル

⑪

と
⑦

疹
㊦
と
⑦
②

・
③

膨

蓼
⑲⑤

ふ しに虹

をが1†て

オブリが ド

きょくの

まと訓

パー七一'

⑨

鳳

も フと、

くふ つ

砂 わ ブ}

⑧

⑥

島

協
力

④

◎

鳳

表

r,
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② い ろい ろな 自己評 価 カー ド

【歌 唱学 習 の評価 カー ド】 今日のめあてカード(歌の学習) 年 組 名前

この 学 習 カー ドは,

発 声 ・発 音の 基礎 を 身

に付 け る こと,表 現 を

工 夫す る ことを重 視 し

作 成 した もので あ る。

姿勢,発 音,腹 筋 の

活 用 や表 現 の工 夫 な ど

を 児 童 に気付 か せ,学

習 を進 め る ことを ね ら ★自分の今日の目標に/を
つける。(授 業の始め)

い と して いる。 ★今日の学習を振り返って◎○△xを つける。(授 業の終わり)

学習カード(楽器の学習)【 器楽 学 習の評 価 カー ド】年 組 名前

器楽 の学 習 カ ー ドで

は,ク ラ ス全 員 で学 習

す る楽 器 や受 け持 った

楽 器の 演 奏 にっ い て評

価す る よ うに した。

また,友 達 と合 わせ

る ことや協 力 し合 って

学 習 を進 め る こ とな ど

を重 視 し,項 目を設 定
★がんばれたかな?◎ ○△をつけよう

◎できた ○だいたいできた △もう少し し,作 成 した。

【音 楽 を っ くって 表現 す る学 習 の評 価 カー ド】

この カ ー ドで は,自 分
音をつくろう 年 組 名前

めあ 朋1・ ■/レ1/【/1/

①正しい姿勢で歌 う }
② ことばをは っき り歌 う }

③のどの奥をあげる

④おなかを動かして歌う

⑤遠くまで届くように歌う

⑥高い音をきれいに歌う

⑦友達の声を聴いて歌う

⑧暗譜して歌う

⑨表現を工夫して歌う i

⑩楽器に合わせて歌うii

先 生 かh

曲 名1

目 日

口

/ / / / / / /
　
/

① ドレミ(階 名)で 歌 う

②階名を覚えて歌う 1
③ たて笛のパー トを吹け る

④ 鍵盤 ハーモニカのパー トを吹ける

⑤()で()の パー トが演奏 きる

⑥友達の音を聴いて合奏ができる i
⑦指揮者の指揮に合わせて合奏ができる

⑧友達に教えてあげる
,

⑨友達に教えてもらう
1

先 生 か ら

の工夫について,評 価す

る。他の人の工夫や皆の

評価,教 師の評価,自 分

の思 いなどを もとに評価

す る。

音の名前

のこき"ワで

不 をt刀7て

し疹 音

昔 のタィコ

q音

使ったもの その音どうやって出したの? ◎○△

0

◎
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③ 教師の支援

課題解決 の過程で,子 供たちは様 々なっまず きに出会 う。教師は実態を的確 につかみ,

適切な支援 や助言をす ることが大切である。 また,教 師の言葉の一つ一っが児童一人一人

の音楽の評価観を形成す る重要な要素 となる。教師の言葉は,難 しい ものではな く,共 感

的 な立場に立 って,や さしい言葉で認めた り,ほ めた り,ヒ ン トを与えたり,指 導 した り

す るよ う留意す ることが必要であ る。

〈教師の言葉例〉

教 師 の 言 葉 支 援

興
味 を

・お も しろそ うだ ね。
・きれ い な曲で しょ う。

・「お も しろそ うだ}「 歌 ってみ た い」

「演 奏 して みた い 」 とい った 子供 の

・ 高 ・この曲の どんな ところが気に入 った? 意欲を引き出す ようにす る。
関 め ・こん なふ うに上手 にな れ た らい いね。

心 る ・皆で力を合わせれば大丈夫。で きるよ。

見 も
・どんなふ うに勉強 してい った らいいか考え ・一 人一 人の 児童 が ,自 分の 能 力 に応

通 た て ご らん 。 じたああてや計画を もったり立てた

しせ ・どん な音 楽が で きそ うか な。 りで きる よ うにす る。
を る ・い い考え だね 。 ぜ ひや って ご らん。

・どん なふ うに演 奏 した いの 。 ・これ までの音楽経験 を生か して学習

い ・い い考え だね 。 できるよ うに助言する。
ろ 工
い 夫

う さ

・ほか に ,い い方 法 はな い かな。
・こん な や りか た もあ るよ。

・教師が手を出 し過 ぎて,子 供の意欲

をそ ぐことの な いよ う十 分配 慮す

せ
・この 前の 勉強 で○ ○ を したで しょう。 る 。

る ・皆 ,○ ○ グルー プが 素敵 な 工夫 を して るよ。 ・うま くいか な い グル ー プ と一 緒 に活

聴かせて もらお う。 動 す る。

発 話 ・どん な と ころが ,心 に残 ったの か な 。 ・友達の表現か ら学んだり,よ り豊か

表 し ・これか ら練習す るとき気 を付けることを見 な表現をす るための方法を考え るこ
し合
合 わ

つ けよ う。 とがで きるようにす る

い せ ・素 晴 ら しか った ね。 △ △が ○○ グル ー プの ・教 師 は ,「 ほ め る」 「認 め る」 「励 ま
る よか った と ころだ ね。 す 」よ うにす る。

自
・ああてやがんば ったことを思い出 して こら ・単 な る反 省で は なく,よ か った こと,

己 ん 。 次 に工夫 したいことなどを引 き出す
評
価
を

・前 よ り上 手 にな ったか な。
・うま くいか なか った原 因 を探 し,ど う した

よ うに す る。
・カー ドな どの 自 己評 価 に は,認 め る

さ らよ くなるか考えて ご らん。 言葉,励 ま しの言葉や期待の言葉 な

せ ・と って もよか った よ。 特 に,○ ○ さんの 口 どを一 筆書 くよ うに す る。

る が よ くあ いて は っ き り歌 えて い たね。

新
た を

・だいぶ高い声がでるようになって きたね。

今度の時間には,気 持 ちを込めた歌い方が

・努 力や成果を認め評価 し,「次 もがん

ばれよ」という励 ま しの言葉かけを

な も で き るよ うに しよ う。 す るよ うにす る。

め た ・この 次 ,勉 強 す る曲 に は,#の っ い た ソの ・次の課題を教師 自ら音楽で語 って提

あ せ
て る

音 が 出 て くる よ。 こうい う指使 い,こ ん な

感 じの曲 だ よ。 いい曲 で し ょう。

示 した り,感 動を伝えた りす る。
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16)新 たなめあてをもって取 り組めるようにする

1時 間の授業の流れ,題 材の展開の終末には,新 たなめあて ・意欲を もって次時に臨む

ことがで きるようにすることが必 要であ る。

自己評価や学級全体で の評 価を もとに,達 成で きた ことを発展 させ たり,十 分に達成で

きなか った ことや もう少 し詳 しく深 くや ってみたいことを補 った りす ることがで きるよ う

にす る。

具体的な手順 としては,

① その時間や題材のめあて に対 して,自 分やグループが どのよ うな達成の状況 にあるか評価

し合 う。

②学習を通 してよ くなった こと,身 に付 いた ものや課題となったことを明確 にす る。

③音楽の もっ美 しさを感 じ取 ったり,表 情豊か に表現するにはどう した らよいか考え る。

④新たなめあてを一人一人の児童が もつ。

⑤次時の学習への期待感を もつ ことがで きるよ う,次 時の学習の ヒン トや励ま しの言葉を与

え,送 り出す。

【指導事例】 題 材 「ひび きを味わ って歌お う」(第3学 年)

教 材 二部輪唱 「あの雲のように」

T:輪 唱 の グル ー プ発 表 を 聴 いて 「前 よ り ここが よか った よ」 「ここ は こ うい うふ うに

した方が い いよ」 とい う ことが あ った ら友達 に教 えて あ げ ま しょ う。

C:○ ○ グル ー プ は口が よ くあ いて いて,み ん な の声 が よ く聞 こえ ま した。

C:○ ○ さん は体 が ゆれ て,本 当 に雲 にの って旅 を して い るみ た いで した。

C:○ ○ グル ープ は,ち ょっと,ど な って い ま した。 や さ しい声 で歌 った方 が い い と

思 います 。

T:で は,次 の 時間 は,ど ん な こ とに気 を付 けて 練 習 した らい いです か。

C:「 かえ るのび ょん た」の 輪 唱の 時 の よ うに,ど な らな いで や さ し く歌 う。

C:相 手 の声 を聴 きなが ら,声 が仲 良 くま ざ るよ うにす る。

C:二 っの 雲 が追 いか け っ こを して い るみ た い にや さ し く歌 う。

C:二 人 だ け で も,っ られ ない で歌 え る よ うにす る。

T:そ う!二 人 で も輪 唱 で きる とい いね。 次 の時 間,が ん ば りま しょう。
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皿 研究のまとめと今後の課題

1研 究の ま とめ

研究主題 「音楽経験 を生か し,主 体的に音楽活動に取 り組む児童を育て る指導の工夫」に

迫 るため,「 学 び方を身に付ける活動 を通 して」を副主題 と して,「 主体的に学ぶ こと」に焦

点を当てて,「 音楽経験が生か されている授 業」「主体的活動を引 き出す教師の指導 と評価」

にっいて研究を進めて きた。その結果,以 下のことを成果と して得 ることがで きた。

・ 「音楽経験が生かされ る授業」の工夫 によ って,一 人一人のアイデ ィアが生か され,児 童

の生 き生 きと活動す る様子が多 く見られ るようになった。

・ 「学び方を身 に付ける活動」を定着 させ ることにより
,見 通 しや自分な りの課題を持 って

音楽活動を しよ うとする児童が増え,音 楽学習が活発にな って きて いる。

・課題解決の過程を通 して,基 礎 ・基本の定着が図 られ,よ り美 しい音,よ りよい音楽を求

めよ うとする姿が これまで以上に見 られるようにな った。

・学習形態の工夫や学 習カー ドの利用によ って,児 童理解が深 まり,主 体的活動 につなが る

適切な評価や支援に留意 した指導 に心掛 けるよ うになった。

・指導計画を作成す る際 に,児 童の今 までの音楽経験の実態を把握 し,一 単位時間,題 材の

指導過程 でかな らず経験が生 きる場面を設定す ることによ り,学 習活動に発展性が 見られ

るようにな った。

2今 後 の課題

「学び方を身に付ける活動」を重視 した指導を,授 業を通 して研究 ・実践 した ことによ り,

児童が 自ら課題を見つけ,よ り美 しい音を求 めて主体的に音楽活動に取 り組むよ うに変容 し

てきた。 しか し,次 の ような課題が残 されている。

・授業以外の場で,音 楽経験を豊かに してい く取 り組みを広げて い くこと。

・主体的活動 を保 障す る,ゆ とりある年間指導計画の見直 しを図 ること。

・個人差に応 じた教材の開発 研究 と場の設定を十分に図 ること
。

・変化 し続ける児童の実態を的確にっかむ こと
。

・学習形態に応 じた教 師の支援の しかたを工夫す ること
。

・児童の興味 ・関心が持続で きるよ うな教材開発 と研究を継続すること
。

・児童の内発的意欲を高め,心 情面を豊かにす る工夫をす ること。

今後 もこれ らの残 された課題を解明す るため,研 究を継続 していきたいと考えている。
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